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  美吉野園園遊会 

 ４月４日に今年も美吉野園園遊会が開催されました。 

今年は天候にも恵まれポカポカと春らしい気候でした。残念ながら桜は満開とまではいきませんでし

たが綺麗に咲いており春らしい雰囲気がただよっていました。 

今年もおでん、たこ焼き、お好み焼き、やきそば、唐揚げ、アイス等たくさんのメニューがあり、

みなさんとても満足されていました。 

 今年は吉野チアダンススクール Star light の方々による迫力あるダンスや詩吟道哲水流八州吟詠会 

観音寺支部 水晴会の方による詩吟の披露があり、いつもと違った園遊会となりました。 

今年も豊富な園遊会メニュー 

吉野チアダンススクール 

     Star light☆ 

吟道哲水流八州吟詠会  

観音寺支部  

水晴会 



地域貢献委員会 活動報告 

平成 29 年 1 月 27 日（金） 

見守り・清掃活動  大淀町立希望ヶ丘小学校校区内（北野台地区） 

 

曇天の冬空の下ではありましたが、昨年度、最後の見守り・清掃活動に職員 14 名で 3 コース 

に分かれて取り組みました。どの場所でもゴミの多くは たばこの吸い殻 です！ 

本当に困ったものです。愛煙家の皆さん、ほんの少し温かい気持ちを胸に、責任をもって灰皿に 

入れる！ ゴミ箱に入れる！ ことをお願いしたいものです。 

平成 28 年度の見守り・清掃活動も無事 3 校区内で実施できました。多くの児童の方々と 

挨拶を交わす事ができ、笑顔をいっぱいもらいました。 

これからも、子どもたちの笑顔が絶えないように、見守りと町をきれいにして行こうと思います。 

一緒に参加して頂ける方がおられましたら連絡お待ちしています。 

美吉野園地域貢献委員会の、見守り・清掃活動も来年度で 10 年目を迎えます（スゴイ！）ので 

大淀町内のどこかでピンク色のジャンパーを見かけたら声をかけて下さい！ 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  

平成 29 年 3 月 23 日に美吉野園イーストホールにて物故者追悼法要が執り行われ

ました。平成 28 年度当園でお亡くなりになられた方 41 名、美吉野園開園以来 

お亡くなりになられた方、2,386 名の方々に対し謹んで追悼の誠をささげます。 

ご来賓の皆様、ご家族の方におかれましては、ご多忙の中ご臨席を賜り、誠に 

ありがとうございました。またご法中様におかれましては、仏事何かとお忙しい中、 

ご読経をいただきありがとうございました。 

 



 
 
 
 
 

「死を通していのちの尊さを考える」～終末期における心の救い～ 

龍谷大学文学部教授 鍋島 直樹氏 

研修を受けての職員の感想 

命が尊いものであるという事は当たり前の事として認識していたが、どう尊いのか、なぜ

尊いのかという事をあまり考えた事がなかった。この研修を受けて、“死というものをどの様

に捉えるべきなのか”という事を精神的な意味において理解する事ができたように思う。ま

た、「支える」「寄り添う」と言う事は美吉野園の理念にも通じる大切な言葉である。今後も

終末期の御利用者、家族様との関わりは様々なケースがあると思うので、今回の研修で学ん

だ事を忘れずに“死”と向き合っていきたい。 

平成29年3日2日、龍谷大学文学部教授の鍋島 直樹氏がご来園下さりました。今年で10回目を 

迎えた研修の題目は、「死を通していのちの尊さを考える」～終末期における心の救い～でした。

講義のキーポイントは、“死を見つめることを通して見えてくる愛情と、人に寄り添う姿勢につい

て考える”でした。 

一人ひとりの命の尊さについてのお話や、終末期における心の救いをご教授下さいました。その

中で、「人は一人で生きているのではなく、生きとし生けるものはお互いに支え合って生かされて

いる。人は、愛し愛されていることを実感できた時、安らぎを感じることができる。死と向き合う

不安の中で、支えてくれる人たちに感謝の気持ちがあふれるものである。」というお話は職員それ

ぞれの胸に強く響きました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

平成２９年２月５日（日） 

金剛葛城山下一周駅伝大会に 

美吉野園駅伝部が今年も参加しました。 

一般２部混合の部４位（総合４８位）でした 

第 70 回金剛葛城山下一周駅伝大会兼第 6回県知事杯駅伝大会が 29 年 2月 5日（日）

御所市の葛城公園を発着点に 25.7 ㎞（6 区間）のコースで開かれました。中高生から大

学生、社会人まで 124 チーム約 800 人が雨の中、コースを走りました。 

美吉野園駅伝部メンバーは、去年の同大会が終わってから各自練習に取り組み、今回

の大会に臨みました。結果、タイムは縮めましたが順位は去年と同じ 4位で目標の 

「3位入賞」は出来ませんでした。来年こそは 3 位表彰台に上ります。 

また今回は７０回大会と言う事で、北京五輪のメダリスト朝原さんが応援に来られ、

また吉本興業のお笑い芸人のなかやまきんに君を中心とした「よしもとチーム」もレー

スに参加し、レース後はネタで会場を盛り上げていました。 




